
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

～ 次の段階に進むために,まず行動を起こすことが大切 ～ 

についての面談 

【学校経営の基本方針】 

生徒の『よさ』を認め、発揮し、自己肯定感を育む 

令和８年２月１２日発行 令和７年度 学校だより 

第  号 若草もゆる 
南城市立佐敷中学校 

共通スローガン「小さいことほど丁寧に 当たり前のことほど真剣に」 
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「最善を尽くす」努力を 

 暖かくなったり寒くなったりと,気温の変化が激しいこの頃ですが,体調管理に気を  

つけながら一日一日を過ごしていきましょう。さて,あっという間に２月下旬を迎え    

ました。「１月は行ってしまう ２月は逃げてしまう ３月は去ってしまう」と言われるように,

一年で一番短い三学期は,一年間の終わりではなく,次の学年に向けたスタートです。

日々の授業に加えて,今年度最後の定期テスト,生徒会各専門委員会による活動の振り

返りと引継準備,３年生は高校受験と卒業式を控え,１・２年生は一年間の教育活動の節目

となる修了式への参加など,さまざまな行事への取り組みがあり,それこそ「あっという

間」に過ぎていきます。今の学年で成長した「よさ」や,取り組むべき課題「改善点」を  

しっかりと振り返ったうえで,次の段階（進級,進学）に進むための準備をしましょう。 

私たちボランティア委員会では、昨年の１１月２５日から１２月１９日まで、校内赤い羽根共同募金活動を行いました。 

全校の皆さんのご協力により、今年度は合計６,４７１円の募金を集めることができました。また、休みの日には、ボランティア

委員が参加して、スーパーの店頭で街頭募金も行い、４４,５４９円の募金が集まりました。一人一人の思いやりが集まり、

地域で支援を必要としている方々の力になります。ご協力くださった生徒の皆さん、先生方に、委員会を代表して、心より 

感謝申し上げます。本当にありがとうございました。また、南城市社会福祉協議会会長の城間さん、本日はお越しくださり  

ありがとうございます。本校で集まった募金を、是非、地域の方々のために役立ててください。               

令和８年１月２１日 佐敷中学校生徒会ボランティア委員会委員長 

募
金
活
動
報
告 

１月２１日（水）の全校集会では,生徒会ボランティア委員会主催「令和７年度 

佐敷中 赤い羽根共同募金運動」の活動報告（活動概要,募金総額等）と,共同 

募金運動中に募金していただいた全額の手渡し式がおこなわれました。はじめ

に,生徒会ボランティア委員による街頭募金運動と募金総額の報告があり   

ました。そのあと,ご来校くださいました南城市社会福祉協議会長の城間寿史

様に,ボランティア委員長から直接,集まった募金全額を手渡しました。城間会長

には,ご多用の折,本校までお越しいただき誠にありがとうございました。 報告とお礼を述べる委員 

本校運動場側に設置してある屋外用掲示板の横幕を

リニューアルしました。経年劣化が激しかった背面板の

再塗装を施したあと,その上から新しい横幕を貼り付け

ました。生徒と職員による共同作業で完成させてくれま

した。また,本校専用駐車場出口側のフェンスと,管理棟 

玄関にも,新しい横幕を,生徒と職員の共同作業で設置

してくれました。来校の際に,是非,ご覧ください。 

本
校
教
育
活
動 

の
よ
り
一
層
の 

充
実
・
推
進
！ リニューアル後の屋外用掲示板 

去る２月６日（木）１４時から本校体育館において,令和８ 

年度入学予定の小学６年生と保護者を対象に,「令和８年度

新入生 オリエンテーション」を開催しました。保護者の皆様

には,ご多用の中をお越しいただきありがとうございました。

入学前までに 準備していただくものや,提出していただく

ものがありますので,ご確認をよろしくお願いします。 

入学前のオリエンテーション 


